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「共に学び、そして実践しよう」

本日の例会

卓話「リーダー研修」

田中 伸彦 研修リーダー

次回の例会

卓話「村山・山口貯水池」

山田 義孝 様

２０１７～１８年度ＲＩテーマ

【第２１９０回例会週報】２０１７年９月１３日（水） 司会 原田 友義 SAA会場運営委員

点 鐘 波多野 晃夫 会長

会務報告 波多野 晃夫 会長

斉 唱

奉仕の理想
ソングリーダー
野島 征 会員

来客紹介

〇吉田 雅俊 様（ガバナー）
武蔵村山ロータリークラブは、45年の歴史がある地域密
着型で活動されているクラブです。都心型クラブもあり
ますが、本日は地域密着型のクラブを勉強させていただ
きたいと思います。

〇小峰 博昭 様（地区副幹事）
吉田ガバナーは常日頃分区に関しては、ガバナー補佐・
幹事に、クラブに関しては、会長・幹事にすべてお任せ
するとおっしゃってます。クラブの自主性を尊重されて
います。会長・幹事は、自信をもって活躍していただけ
ればと思っております。イアンライズリーＲＩ会長もロー
タリーとは、「クラブを基盤とした団体である」とおっ
しゃっております。このことをもう一度よくお考えいた
だいて、会長・幹事におかれましては、時には自分の意
志とは関係なく膝がガクカク震え、緊張感を持ったハラ
ハラ、ドキドキする一年間をお過ごしいただければと思
います。それが、吉田ガバナーが提唱している「感動と
調和」へ繋がってゆくと信じております。
今年一年間のみなさんのご活躍をお祈りしております。

〇波多野 永一 様（ガバナー補佐）
公式訪問は、ガバナーと直に接っする年一回の大切な機
会です。クラブとしては、この機会を利用して成功に結
びつけていただきたいと考えております。

〇金野 眞一 様（多摩分区幹事）
今日の公式訪問、緊張感をもってみなさんのクラブ協議
会での素晴らしい発表を期待しています。

〇佐藤 文則 様（地区大会実行委員長）
地区大会ＰＲ ※地区大会のご案内 参照

〇嶋村 文男 様（東京東江戸川ＲＣ）

出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 28名 87.50% な し

〇出席免除会員
比留間 市郎 会員
宮崎 恒夫 会員

〇2019年規定審議会制定案の案件が届いています。
10月13日（金）地区立法案検討会に協議
各クラブにて事前に承認または否認の決議
をしたうえで会長（または代理出席者）が
出席

〇ＲＬＩ（ロータリーリーダーシップ研究会）
の参加のお願いが届いています。

〇第16期ロータリー平和フェローが7月に来日
当地区担当のジャビットさん、ディルトンさんのビデオ
レターを作成。各クラブ例会にて流して下さい。
（動画をダウンロードして）

幹事報告 新海 正人 幹事

〇報告は特にありませんでした。

五大奉仕委員会委員長発表

各委員長より発表された。
※内容については
事業計画書を参照



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日 ◇ス ポ ンサ ー クラ ブ 東京立川ロータリークラブ
◎会 長 波多野 晃夫 ◎ 幹 事 新海 正人 ○ 副会長 倉内 淳 ○ 副幹事 比留間 一義
□ クラブ会報委員長 田代 和也 副委員長 篠原 幸宏 委 員 堀田 弘一郎 宮﨑 正巳 金井 一三 遠田 努

☆佐藤文則様（東京四谷ＲＣ）今年度の地区大会は来年の

2/20（火）～21（水）、新宿の京王プラザホテルで開催
されます。楽しく思い出に残る大会にしようと思ってい

ます。皆様、ご家族ふるってご参加下さいますようお願
い申し上げます。

☆嶋村文男様（東京東江戸川ＲＣ）本日メーキャップに伺
いました。宜しくお願いします。
☆波多野晃夫会長⇒国際ロータリー第2580地区ガバナー 吉

田雅俊様、同地区副幹事 小峰博昭様、同地区多摩分区 波
多野永一様、同分区幹事 金野眞一様 ガバナー公式訪問、

ようこそお越しくださいました。本日はよろしくお願い
します。ガバナーの卓話楽しみにしています。

地区大会実行委員長 佐藤文則様、地区大会の成功をお祈
りします。嶋村文男様 ようこそお越しくださいました。

☆新海正人幹事⇒吉田ガバナー、小峰地区副幹事、波多野
ガバナー補佐、金野分区幹事。本日はお越しいただきあ
りがとうございました。

一年間ご指導よろしくお願い致します。
☆藤野豊会員⇒吉田ガバナー、小峰地区副幹事、波多野ガ

バナー補佐、金野分区幹事。
ご指導よろしくお願いします。

☆倉内淳会員⇒吉田ガバナー、小峰地区副幹事、波多野ガ
バナー補佐、金野分区幹事。本日は御指導ありがとうご

ざいます。1年間宜しくお願いします。
嶋村さん遠くまでようこそいらっしゃいませ。

楽しんで行って下さい。
☆比留間孝司会員⇒吉田雅俊ガバナー 本日はようこそお越
し下さいました。よろしくご指導下さい。

◆ 今回計 ３２,０００円 累 計 ３９６,０００円

ニコニコＢＯＸ （嶋田 哲男 親睦委員 ）
本日の卓話は、4つの部分に分かれています。
1、本年度ＲＩ会長のテーマについて
2、ＲＩの優先的重要事項について
3、ガバナーのキーワードと行動指針について
4、ガバナーロータリーモーメントについて

1 本年度ＲＩ会長のテーマについて
「ロータリー：変化をもたらす」
どのような方法で奉仕をすることを選んでも、奉仕を通
じて人々の人生に変化をもたらし、そしてその活動がだ
れかの人生をより良くしていくこのことが関わったロー
タリアンに充実感をもたらし人生観に変化をもたらす。
まさに、ロータリーは活動するその活動が様々な関係者
に様々な変化をもたらす、そうゆう行動の師でありたい。
そうゆうことだと私は理解してます。

2 ＲＩの優先的重要事項について
ＲＩ理事会が3つの戦略的事項がクラブのサポートと強化、
先進国ではロータリーが減少し発展途上国では増加して
いるが相対的には世界的には減少しているのが現状であ
る。
そこで、強化面では会員の蘇生をポイントに検討する。
会員の男女比をみると女性会員が少ない、もう1つが世代
です。ロータリークラブの会員のほとんど60才以上。
社会で活躍している若い世代にも入会してほしい。
2つ目の優先事項は、人道的活動の支援ポリオプラスに代
表される持続可能的な活動を各クラブにもお願いしたい。
3つ目は、ロータリーイメージ、認知度の向上です。ロー
タリーの活動を認識していただき評価を得て賛同をいた
だく。

講 評 吉田 雅俊 ガバナー

講評というよりは感想を述べさせていただきます。
質問のあった、職業奉仕と青少年奉仕がなくなるのではな
いかとのことについては、理事会で決議されたことではあ
るが、ロータリークラブとしてはどうあるべきか、我々の
クラブとしてどうあるべきか、先ずしっかり実施しながら
よく議論しゆくことになる。さて、貴クラブの率直な感想
はきちっと地域に密着されているというのが第一印象です。
クラブのありようということであれば、すべてのクラブが
金太郎飴のように評価されるのではなくこの地域において
ロータリー活動はどうあるべきかを考えて実施されるのが
一番良いと考えますがすでにそういうやり方で進んでいる
かなと感じております。増強においては、会員の新陳代謝
がスムーズにおこなわれていることが大切で、このクラブ
の良さを維持する適正な会員数を目標にするのでもいいん
ではないかと思います。会員の平均年齢が61.7才は、地区
でベスト5にはいる若さで新陳代謝がおこなわれていて健全
に推移している。増強の方法では、オープン例会を開催し
卓話者についてはみなさんが関心をもつような方をお願い
しゲストとして商工会ハーフウエイの方々を招待しロータ
リーを知ってもらうだけでも十分増強の効果は得られるの
ではないか。ご検討いただければと思います。出席率につ
いては、なぜ例会に出席しなければならないのかを考える
と親睦の原点に出席がありお互いを知ることが職業奉仕に
繋がってくる。ホームクラブでの例会出席が先ず大切で、
出席できない場合にメーキャップを考えるべき。ロータリー
の知名度の向上についても、市民まつり等で名入りのもの
を配布したりパネル展示をしているので十分している。
持続可能な環境事業については、自然の保全について考え
てみてはどうか。 補助金については、是非地区補助金を
活用いただきたい。また、グローバル補助金にもチャレン
ジいただきたい。職業奉仕がロータリーの原点の一つであ
り、職業奉仕12章が基本スタンスと捉えているので参考に
してほしい。貴クラブは、地域密着型の成功例クラブだと
考えますので50周年へ向けて「持続可能性」をキーワード
に事業を進めてください。

卓 話 吉田 雅俊 ガバナー

3 ガバナーのキーワードと行動指針について
「感動と調和」とは、どの活動をするにおいても感動が
伴わない活動 つまり奉仕する方もされる方も変化をもた
らす行動は感動が伴う。したがってロータリーには感動
を という言葉がキーワードにある。調和というのは、多
様性の時代にあってロータリーとしての軸足をぶらさず
に周りの変化に対応しロータリーを考えてゆくか。行動
指針は、研修と実践です。研修とは知識を積むところで
あり、知恵をもって実践する。

4、ガバナーロータリーモニュメントについて
所属クラブである新都心ＲＣにて、グローバル補助金を
申請し今年2月に承認されました。事業は、ネパール チ
トワン地区でおこなう、井戸を200本設置する4万ドル規
模の事業です。首都カトマンズから、デコボコ道に揺ら
れて5時間半程かかる場所です。車内は、さながらロデオ
状態。夕方やっとの思いで到着しました。すでに、完成
した井戸では野花をもった方から迎えられ大変感動しま
した。
インドでは、カースト制度があり自由に井戸を使えない
階級もあります。出来た井戸で水遊びをする子ども、顔
洗いをする女性みんなが喜んでる姿を見て感動しました。
自由に使える井戸のお蔭で、自分の畑に野菜を植え収入
を得ることが出来るようになったこと。今後もこの井戸
が使いつづけられるよう、持続可能な体制を地元ロータ
リークラブと財団と連携し構築しました。
武蔵村山ロータリークラブが、他クラブの模範となるこ
とを心からお祈り申し上げます。
本日は、長時間に渡り大変ありがとうございました。


